


山地質図（小野・渡辺，1985）で輝石安山岩

と角閃石安山岩の分布境界付近であることが

示されている．ここでは，俵山の角閃石安山

岩が風化し，美しい角閃石の結晶が採集でき

た（松本,1962)．採集できた角閃石は，黒緑

色（一部風化して褐色）の長柱状～柱状の結

晶形を呈し,最大長径約1cmであった(図-2).

また，双晶をなす角閃石も認められた．

4）まとめ

採集した輝石と角閃石を比較し，結晶形の

違いを理解することができた．輝石の結晶は

長軸に垂直に観察すると，四角形を面取りし

たような8角形をしている．一方角閃石は，

菱餅の鋭角をした角を切ったような扇平な6

角形の結晶であった．

火成岩は身の回りに多くみられるが，火成

岩中に含まれる造岩鉱物を，今回のように単

体で採集す．ることはきわめて難しい．今回の

巡検地には中学校の学習資料集などに掲載さ

れているような美しい結晶(角閃石・輝石)が

見られ，標本とほぼ同じ結晶形をする鉱物を

確認できた．この結晶は，火山灰中の鉱物が

取り上げられるときなどに活用でき，教科書

あるいは顕微鏡中で見る小さな鉱物と比較す

ることができる．そして，岩石の観察や火山

灰中の鉱物観察では難しい，岩石中の鉱物の

結晶形や双晶などについて理解することがで

きる．さらには，阿蘇火山全体の地質に関す

る学習を絡めるなど，総合的な，発展的な取

り組みが期待される．今回採取した教材は，

小・中学校や高校で活用され，興味・関心を

引き出し，より一層の学習効果を上げること

ができると思われる．

最後に，この講習会の計画などにおいてお

世話になった田口清行先生と，終始丁寧にご

案内.ご指導いただいた渡辺一徳先生に深く

感謝の意を表し，講習会報告とする．

（文献リストは省略した）
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図－2採集された普通輝石 と角閃石

enstatitefMgSiOi)が34.78,およびferrosilite

(FeSiOj)が26.09(wt..%)である．この分子比は，

単斜輝石の分類図(Poldervaartetal,1951)中の

オージャイトの値を示している．

2）岩脈の観察

Stoplで昼食を取ってから車まで戻り，車

で一度南郷谷方向に下った．その途中で岩脈

の観察が行われた(Stop2;表紙)．この地点

の岩脈は，斜方輝石・カンラン石・斜方輝石

安山岩で南南東から北北西に層厚5-6mで，

長さ約500m露出する．地形図でも岩列とし

て，岩脈が地形を形作っていることが読み取

れる．岩脈の噴出年代は,K-Ar年代で0.50

±0.04Maであることが示されている（渡辺・

他，1989)．この地点で岩脈を遠望すると，岩

脈の断面が観察できる．岩脈表面付近には冷

却節理が発達していた．これは，岩脈が周り

に分布する基盤の輝石安山岩に貫入し，冷却

されたことを示している．

3）角閃石産地

許可をもらってあった牧野組合の敷地内を

通ってStop3へ向かった．Stop3は,Stop1

からカルデラ縁をさらに2km北上した，標高

900mに位置する地点である（図-1).この地

点には，車で標高700m付近までいけるが，

その後は徒歩で霊室W(標高約900m)を目
指した．護王峠付近のStop3付近は，阿蘇火
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